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巻
頭
の
辞

　

平
成
三
一
年
三
月
三
一
日
、
竹
中
浩
先
生
と
平
田
健
治
先
生
が
大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
を
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
両
先
生
の
業

績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
お
二
人
に
対
す
る
私
た
ち
の
感
謝
と
惜
別
の
思
い
を
込
め
て
、
こ
こ
に
「
阪
大
法
学
」
特
集
号
を
刊
行
し
、

両
先
生
に
捧
げ
ま
す
。

　

竹
中
浩
先
生
は
、
昭
和
五
二
年
三
月
東
京
大
学
法
学
部
第
三
類
を
卒
業
さ
れ
、
昭
和
五
四
年
三
月
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研

究
科
修
士
課
程
を
修
了
、
昭
和
五
八
年
九
月
同
研
究
科
博
士
課
程
を
修
了
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
九
年
四
月
に
は
大
阪
大
学
法
学
部
助

教
授
と
し
て
採
用
さ
れ
、
平
成
七
年
九
月
同
法
学
部
教
授
に
昇
任
、
大
学
院
重
点
化
に
伴
い
、
平
成
一
一
年
四
月
大
学
院
法
学
研
究
科

教
授
に
配
置
換
え
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
二
四
年
四
月
か
ら
平
成
二
八
年
三
月
ま
で
の
四
年
間
は
、
同
大
学
院
法
学
研
究
科
長
・
法
学

部
長
を
務
め
、
同
研
究
科
の
発
展
に
大
き
な
尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
中
先
生
は
、
教
育
面
で
は
法
学
部
・
法
学
研
究
科
に
お
い
て
、
主
と
し
て
西
洋
政
治
思
想
史
の
授
業
を
担
当
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
の
政
治
思
想
に
関
す
る
豊
富
な
学
識
と
経
験
を
踏
ま
え
た
講
義
や
演
習
を
通
じ
て
、
数
多
く
の
学
生
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
優
れ
た
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
ロ
シ
ア
近
現
代
に
か
ん
す
る
教
科
書
、
概
説
書
、
そ
し
て
一
般
書
へ
の
執
筆
を
担
当
さ

れ
ま
し
た
。
研
究
面
で
は
、
ロ
シ
ア
政
治
思
想
史
の
分
野
で
顕
著
な
業
績
を
残
さ
れ
て
お
り
、
ご
単
著
で
あ
る
『
近
代
ロ
シ
ア
へ
の
転

換
―
大
改
革
時
代
の
自
由
主
義
思
想
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
は
、
近
代
ロ
シ
ア
の
建
設
過
程
と
明
治
国
家
と
の
比
較

可
能
性
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
自
由
主
義
的
な
思
想
が
種
々
の
条
件
に
よ
り
異
な
る
主
張
と
結
び
つ
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
お
り
、
画
期
的
な
著
作
と
の
評
価
が
定
着
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
洋
政
治
思
想
に
対
す
る
深
い
学
識
と
高
い
語
学
力
を
活
か
し
、
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竹
中
先
生
は
い
く
つ
か
の
翻
訳
も
手
が
け
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
生
み
出
す
諸
問
題
と
の
関
連
で
、
西
洋
と
は
異

な
る
日
本
の
近
代
化
モ
デ
ル
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
法
と
政
治
、
さ
ら
に
は
行
政
機
構
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論

じ
る
斬
新
な
業
績
の
数
々
も
残
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、
狭
い
専
門
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
先
生
の
広
い
関
心
と

学
識
を
よ
く
示
す
も
の
と
評
価
で
き
ま
す
。

　

管
理
運
営
面
に
お
い
て
も
、
竹
中
先
生
は
多
大
な
貢
献
を
な
さ
い
ま
し
た
。
平
成
二
四
年
か
ら
の
四
年
間
、
法
学
研
究
科
長
・
法
学

部
長
を
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、
大
阪
大
学
出
版
会
出
版
委
員
会
委
員
、
医
学
系
研
究
科
将
来
構
想
委
員
会
委
員
、
附
属
図
書
館
副
館
長
、

国
際
交
流
委
員
会
委
員
、
教
育
研
究
評
議
会
委
員
、
知
的
財
産
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委
員
、
経
営
協
議
会
委
員
、
利
益
相
反
管
理
委

員
会
委
員
、
総
合
学
術
博
物
館
運
営
委
員
会
委
員
な
ど
の
役
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
法
学
研
究
科
長
・
法
学
部
長
在
任
中

は
、
法
学
部
・
法
学
研
究
科
六
〇
周
年
記
念
事
業
を
成
功
裏
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
元
内
閣
法
制
局
長
官
を
招
へ
い
し
、
官
界
と
の

交
流
を
活
性
化
さ
せ
る
な
ど
、
部
局
責
任
者
と
し
て
の
重
責
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
貢
献
の
面
に
お
い
て
も
、
羽
島
市
指
定
管
理

者
選
定
委
員
会
委
員
等
を
務
め
ら
れ
、
地
域
社
会
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
田
健
治
先
生
は
、
昭
和
五
三
年
三
月
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
を
修
了
し
、
同
年
四
月
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
に
進
学
、
昭
和
五
六
年
三
月
同
課
程
を
単
位
取
得
退
学
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
四
月
に
京
都
大
学
法
学
部
助
手
に
採

用
、
昭
和
五
九
年
四
月
新
潟
大
学
法
文
学
部
助
教
授
を
経
て
、
平
成
三
年
八
月
同
大
学
法
学
部
教
授
に
昇
任
、
平
成
九
年
四
月
に
大
阪

大
学
法
学
部
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
院
重
点
化
に
伴
い
、
平
成
一
一
年
四
月
同
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
に
配
置
換
え
、

平
成
一
六
年
四
月
同
大
学
院
高
等
司
法
研
究
科
教
授
に
配
置
換
え
、
平
成
二
四
年
四
月
に
再
び
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
に
配
置
換
え

と
な
り
ま
し
た
。
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平
田
先
生
は
、
教
育
面
に
お
い
て
は
、
法
学
部
・
法
学
研
究
科
お
よ
び
高
等
司
法
研
究
科
に
お
い
て
、
民
法
科
目
を
幅
広
く
担
当
し
、

ド
イ
ツ
法
に
関
す
る
豊
富
な
学
識
を
踏
ま
え
た
講
義
や
演
習
を
通
じ
て
、
数
多
く
の
学
生
を
指
導
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
高
等
司
法
研

究
科
で
は
、
消
費
者
法
の
授
業
を
担
当
さ
れ
、
実
務
家
法
曹
の
養
成
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
究
面
で
は
、
平
田
先
生
は
主
と
し
て
、
事
務
管
理
法
、
不
当
利
得
法
お
よ
び
消
費
者
法
の
三
領
域
で
優
れ
た
業
績
を
残
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
第
一
に
事
務
管
理
法
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
で
最
も
権
威
あ
る
逐
条
注
釈
書
と
さ
れ
る
『
新
注
釈
民
法
』
の
「
事
務
管
理
」

の
項
を
執
筆
し
、
事
務
管
理
法
研
究
の
到
達
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
ド
イ
ツ
法
と
の
比
較
検
討
を
通
じ
事
務
管
理
制

度
が
担
う
機
能
の
研
究
を
重
ね
ら
れ
、
ご
単
著
と
し
て
『
事
務
管
理
の
構
造
・
機
能
を
考
え
る
』
を
執
筆
・
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
必
ず

し
も
豊
富
と
は
言
え
な
い
事
務
管
理
に
か
ん
す
る
研
究
状
況
に
あ
っ
て
、
同
書
は
従
来
の
研
究
を
大
き
く
進
展
さ
せ
る
貴
重
な
成
果
と

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
二
に
不
当
利
得
法
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
論
文
や
判
例
評
釈
を
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、
日
本
私
法
学
会
第
七
五

回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
不
当
利
得
法
の
現
状
と
課
題
」
に
お
い
て
、
支
出
利
得
法
に
関
す
る
報
告
と
討
論
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、『
新
版
注
釈
民
法
』
で
は
、
関
連
す
る
無
効
お
よ
び
取
消
し
の
項
を
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。
第
三
に
、
平
田
先
生
は
消
費
者
法
に

関
し
て
も
優
れ
た
業
績
を
残
さ
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
電
子
取
引
お
よ
び
電
子
署
名
に
関
す
る
一
連
の
研
究
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

も
た
ら
す
法
律
問
題
に
取
り
組
む
先
駆
的
業
績
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

管
理
運
営
面
で
も
、
多
く
の
学
内
委
員
会
や
部
内
委
員
会
委
員
を
歴
任
し
、
適
正
か
つ
円
滑
な
大
学
運
営
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
貢
献
の
面
で
も
、
長
年
に
わ
た
り
大
阪
弁
護
士
会
資
格
審
査
会
、
同
会
懲
戒
委
員
会
の
委
員
を
務
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

消
費
者
法
の
専
門
家
と
し
て
、
豊
中
市
消
費
問
題
懇
話
会
、
同
市
消
費
生
活
審
議
会
、
大
阪
市
消
費
者
保
護
審
議
会
の
委
員
も
務
め
、

地
域
社
会
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
公
益
財
団
法
人
大
学
基
準
協
会
の
知
的
財
産
専
門
職
大
学
院
認
証
評
価
委
員
会
委

員
、
日
本
私
法
学
会
理
事
を
務
め
る
な
ど
、
高
等
教
育
や
学
術
の
発
展
に
も
多
大
な
貢
献
を
な
さ
い
ま
し
た
。
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こ
の
よ
う
に
、
竹
中
先
生
と
平
田
先
生
は
、
教
育
・
研
究
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
、
ま
た
、
大
阪
大
学
と
法
学
部
・
法
学
研
究

科
・
高
等
司
法
研
究
科
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
両
先
生
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
深
い
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
私
た
ち
に
対
し
暖
か
く
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
巻
頭
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
元
年
一
一
月

大
阪
大
学
法
学
会
評
議
員
長

大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
長　
　

中　

山　

竜　

一


